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宮 崎 肺 吸 虫（．Paragonimus 　i・xφ2 之必fj　Kamo ，　Nishi－I

）A，HATSusHIKA　d　Tomimura ，　1961）は 加 茂 ら（KA －MO

　et　al．　1961）が 山 口県 下 の サ ワ ガ エ（鳬 な四 回deha －ani

　（White ））の 心臓 か ら 得 た1 種 の 肺 吸 虫 の メ タセ ル

カ リ ア を ， ネ コ お よ び シ ロ ネ ズ ミに 飼 食 させ て得 た成 虫

を ， 同 地 方 イ クチ お よ び テ ン に 自然 寄生 をし てい た1 種

の 肺 吸 虫 と同 じ もの と同 定 し ， こ れ を新 種 と認 め て 発 表

し た もの で あ る ．

氏 らに よれ ば ， 本 種 は ケ リ コ ッ ト 肺吸 虫 ともっ とも 類

似 し てい る が ，1 ）第2 中 間 宿主 が 異 な る こ と，2 ）第2 中

間 宿 主 内 にお け る メ タ セ ル カ リ ア の 寄 生 部 位 が 異 な る こ

と，3 ）卵 殻 の 厚 さ が 異 な る こ と， お よ び4 ）卵 の大 き さ が

異 な る 点 に おい て 之 を 別 種 とな し て い る．

し か し 本 虫 の メ タ セ ル カ リア につ い て は， ま だ そ の形

態 的 記 載 が 必 ず し も 十 分 に な され てい ない ．

本 報 は ， サ ワ ガ ユ寄 生 の宮 崎 肺吸 虫 の メ タ セ ル カ リ ア

に つ い て ， そ の排 泄 系 統 を含 む 形態 の 観 察 を お こ な い ，

之 と き わ め て類 似 し てい る ウ ェ ス テ ル マ ン肺 吸 虫 の メ タ

セ ル カ リ ア との 異 同 に つい て 検 討 を 加 え ， 合 せ て 肺 吸 虫

の メ タ セ ル カ リ ア の 排 泄 系 統 に つい て の 論 議 を お こ な っ

た も の で あ る ．

材料および方法

被検材料は兵庫県飾磨郡夢前町馬谷部落産 のサワガニ

（島 だimりn　dehaani）の主 として心臓に 自然寄生し てい た

メタセルカ リアを用い た．使用メ タセルカリアは，予 め

一 部を実験的にイヌ，ネ コに飼食 せし めて成 虫となし ，

その体制 が宮崎肺吸 虫に一致 するもので あるこ とを確認

し てい る．

なわれたが，生殖原基の観察にあっては固定，カルミン

ヘマトキシリン等の染色標本をも用いている．

のう包（cyst）のカニからの分離は，その形態の変形の

可能性をさけるため，探針を用いて一々その寄生部位か

ら器械的に之を分離した．メタセルカリアの脱のうは，

まづこれを一且人工胃液中に入れて30～40分間37°Cの

孵卵器中におき，これを生理的食塩水で十分洗った後，

更にウシの胆汁2 ～3 滴を加えた人工腸液約20　cc　内に

入れ，30～40分間37°Cの孵卵器中におくことによって

成された．

以上の操作での脱のう状態はきわめて良く，成熟メタ

セルカリアの殆んど100　％の脱のうが認められた．

人工消化液の処方は小宮ら（1941）のそれにより，ま

た体制，とくに焙状細胞の配列状態の検査には，小宮

（1961）の方法によった．

検 査 成績

サワガユの心臓からとり出された本虫ののう包は，そ

の固有の薄い外膜と厚い内膜とを有しているが，しばし

ばこの外膜の外部に密着して無色透明，層状構造のかな

りの厚さの膜に覆われている．この被膜は固有の外膜か

ら容易に分離することが出来，おそらく宿主によって形

成されたものと考えられる．なおこの宿主に基因すると

思われる最外層の被膜は，時として肝臓に寄生している

メタセルカリアには認められないようである．

内膜のみを残したのう包の形はほぼ球形で，その直径

は，カバー・グラス下で軽く圧した状態で0 ．6　mm内外

内膜の厚さは約0 ．022　mm，　強屈光性であることは，ウ

ェステルマン肺吸虫のそれと同様である．外膜はきわめ

観察は原則的に生きた標本につき顕微鏡下において行　　 て薄く，内層の厚さの約1／1，の厚さしかない

（　32　）
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第1 図　宮崎 肺吸 虫の被嚢x タセ ルカ リアol

：　被嚢外膜い1 ： 被嚢内膜，os： 口吸盤in

：　腸脚，vs： 腹吸盤，ev： 排 泄嚢

虫体はの う包の中に 体を縮めて，ふっ う二重 に屈曲す

る ことなく存 在し，他の肺吸虫のメ タセルカリア同様，

そ れらの特徴でもある ところの強屈光性の排泄 顆粒の充

満 のため黒色 に見える太い 不正形I 字状の排泄 のうと，

これ を両側 からとり巻 く特有 の屈曲を示 す明るく透明に

見える腸脚 とが，明 らかに認 められる．体内はほぼ無色

透明で，著者ら の観 察し た限 りで は，モクズガニ（Erio－

．訪どΓ力戸凹 か略）に寄 生してい る ウェステルマ ン肺吸 虫

のメタセルカリアにしばしば認めら れる ような淡紅色 の

色 素の存 在は認 められなかっ た．の う包内の メタ セルカ

リアの口吸盤 は通 例ほぼ明らかに認められるが，腹吸盤

は排泄 のう内 の排泄 顆粒の存 在に妨げられて，しばしば

之を認めが たい場 合があ る．

脱の うさせたメタセルカ リアは，カ バー・グラスの下

で 体を伸縮させて匐伏運動 を行な うとする状態 を示す が

伸び たり縮んだりしてい ない状態で扁平，長楕円形を示

し， 体長 は1 ．1～工．3　mm，　体幅は0 ．51～0 ．57　mm．　体表

特に体側に は微毛 が認 められるが，これは とりわけ前体

部 に密生している． 体側 には囗吸盤 の側面から腹吸盤の

高 さまでの間に，左右各5 ～7 個の乳頭状 の感 覚器が認

め られるが，その うちの3 ～4 個は 囗吸盤 のあ たりの体

側 面に存 在する．

口吸盤 は体の前端 にあり，ふっ う腹面上方を向いてい

る．ほ ぼ円形 で直径0 ．09　mm，　運 動時 には多 少前方に突

出し たり，ま た陥没し たりする傾向 を示す． 囗吸盤背縁

には，著者ら の観察し たかぎりでは刺棘【sty】et）は認 め

られない．前咽頭は認められず， 口腔 に直結し た楕円形

の 咽頭 があり， これは食道に連接してい る，

（33 ）
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第2 図　宮崎 肺吸虫 のタタセタレカ リア

os： 口吸盤，ph ： 咽頭，n： 中央 神 経連合，

es： 咽頭，g： 腺体，s： 感覚突起，vs： 腹吸

盤，in　：　腸脚，ec： 第一次排 泄管，　fc　：　焔状

細胞，ev： 排 泄嚢

食 道はむしろ 短く，排泄の うの上方 で，体正中線にお

い て左 右の腸脚 に分れる，腸脚 の食道 に接 する部分 は狭

小している が，左 右に分れて間もなく急 に太 さを増し，

肺吸 虫類 のメタセルカリアに特有の屈曲を示し つつ左右

の体側 を下降し て， 体の後端近 く盲管に終る．腸脚 の 体

側に向つての凸面部 の著 しい ものは，腹吸盤上方 側面 か

ら腹吸盤 と体の後端部 との中央 側面部あ たりまでに3 個

認 められる．体正中線に向つて の凸面部 のもっ とも著し

くかつ大なるものは，腹吸盤 と体後端部 との上 部1／2の部

分に認 められる．

なお腸管の内部 には，やや 大型 の薄 い円盤状 の構造物

および之から派生し たと思 われるほぼ同長 の針状物 が認

められる．
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腹吸盤は体上方1／3と2厶との中開腹面，正 中線 にあ り，

ほぼ円形又 は短 横楕 円形 で，直径ほぼ0 ．14　mm．　口腹両

吸盤に は感 覚突 起等 は認められない．

中央 神経連合は，咽頭の直下に，この部を横断 する 繊

維状構造 として認められる．そ の先端 は3 方向に 分れ，

上 方の1 本は前方に，下方の1 本は彎 曲し て後方 に，中

間の他の1 本 はやや横走し た後，や はり後方 に向っ て走

ってい る．

こ の後方 に走っ てい る神経繊維にほぼ沿って，か なり

明 らかにそのやや 大きな核の認められる腺細胞様 の構造

物 が，それぞれ両側に，咽頭下 より腸分岐あ たりまでの

とこ ろに6 ～7 個見 うけら れる．し かし その導 管は必ず

し も明瞭に認 められ ない．

生殖原基 は，生 きた標本 では通例認めが たい．しかし

フ ァン固定 ，カルミン又はヘマト キシ リン染色標本で は

睾丸 原基 と思われるものは濃染し た数個の細胞 の聚 合体

とし て，腹吸盤の後方，排泄 のう惻方，そ の主 要排 泄管

が排泄の うから派生してい るあ たりにほぼ横位に左右1

個づっ認 めら れる．又正 中線近 く腹吸盤 のやや後方に同

様 の細胞集 合体が認 められるが，これは卵巣を中心 とし

た雌性生殖 系の原 基 と思われる．なお両体側縁に沿って

腹吸盤 の高さから体後端近くまで，卵黄巣原基 と思 われ

るやや濃染する胞状構造物 の群 在が認 められる．

排泄 のうは体後端部 より腹吸盤 の上方 部までにわたっ

て体正中線 部に横 たわる巨 大な1 字状をなして存在し，

そ の後端 部は狭小し て体後端背面に排泄孔 として開 口し

ている．

排 泄のうの内部には大さ1 ～4 μ の主とし て円盤状の

強屈光性の大小の排泄 顆粒 が充 満し てい る．　これらの顆

粒は，ま たそ れ自身数百 が集合し て円濤状をなし，かか

る 円檮が排泄 のう内に一杯 にっ まっ ている形 となっ てい

る．こ れらの顆粒は直射光線下では白色に見 え，透 過光

線 下ではこの顆粒の存在 のために排泄 のう全 体が黒色の

外観を呈する．排泄 のうの外部 にとり出した顆粒の うち

大なるも のは，強拡 大の顕微鏡下で見る と概ね二重の同

心円状 の構造 をなし てい るが，その中には2 つ の顆粒が

融 合し て生じた形態を示すものもか なり多い．

左右の主要排泄管は，排泄 のうの腹吸盤下縁 部よりや

や後方 の側面から発し，腸脚 を超 えて後惻方 に走り，腸

脚 の大 きな内側向 きの凸面 部の外側に存在する体内間隙

にい たり，ここで数 回コイ ル状に彎 曲した後，前後の第2

次排 泄管に分枝する．

前方 第2 次排泄管は体側を上昇の途次，ほ ぼ腹吸盤 の

高さにおいてっづいて2 本 の第3 次排泄 管を分枝 ，次い

で腹吸盤上方 側面 におい て更に2 枝のそれを分枝し た後

そ れ自体が最後の第3 次排泄管 とな り， 体側 方を口吸盤

の下外側方まで走る．以上5 つ の第3 次排泄 管はそれぞ

れ1 個の焔状細胞（flame　cen）を有 する各3 本の毛細管

に分枝する．

最前方 第2 次排 泄管の毛 細管の走行は比較的短く，そ

の3 個の焔状細胞はそれぞれ口吸盤近 くに 位置 する．

第2 ，第3 の第3 次排泄管 に属する焔状細胞は，主 と

して食道の高さにおける体部 分の正 中線 に近い 部位に位

置してい る．後方 の第4 お よび 第5 の第3 次排泄管に属

する焔状細胞は， そのうちの何れかの第3 次排泄管 に属

す る3 本 の毛 細管 体腹面，他の第3 排泄管に 属す る3 本

の毛 細管 はそれぞれ背面を走っ て，そ れぞ れの焔状細胞

は腹吸盤近くの部分に存在する．総じ て後方 の第3 次排

泄管に連る毛細管は，前方 のそれの毛 細管に比してその

走行距離が長い， とりわけ双方 の第4 および第5 の第3

次排泄管 の毛 細管 のそれは長い ．

後方第2 次排泄管 は， 主要排泄管から分枝して間 もな

く第1 お よび第2 の第3 排泄管を分枝し，これ にっ なが

る各3 個の焔状細胞は，その各々の毛細管 が腸管 を超 え

て腹内盤後方からそ の下方 の排泄 のうの縁 辺にそれぞれ

分布している．

第2 次排泄管 は以上 の2 つの第3 次排 泄管を分枝して

から，や がて再び2 枝 の第3 次排泄管を分枝するが， そ

のうちの1 枝 の毛 細管は虫体の背面に，他 の1 枝 のそれ

は腹面にそれぞれの毛細管を走らせ，こ れらは腸脚を超

えてそれぞれ の焔状細胞を排泄 のう縁辺近 くに分布する

も のが多い．第2 次排泄管 は，以 上の4 枝を分枝し た後

それ 自身 最後 の第3 次排 泄管となり，これに接 続す る3

個の毛 細管 はい ちじ るしく長く，腸管を横切っ て後走 し，

その焔状細胞はそれぞれ 体後方 に分布する．総じて後方

部の第3 次排泄管に連る毛 細管 は，その走行がきわ めて

長いこ とが注 目される．

かくし て，こ のメタセルカリアの焔状細胞型式（flamecell　pattern

）は，2〔（3＋3＋3＋3＋3）十（3＋3＋3＋3＋3）〕

の式 で表現される．

論　議

宮崎肺吸虫 の被 のうメタセルカリアは，一見して ウェ

ステルマ ン肺吸 虫 胆 ・a7心な・nnara）のそれにもっ とも良

く似てい る．ただ総じ てその被の う内膜 の直径を比 べて

みると前 者のほ うがやや大きい（第1 表参 照）こ とと，

モクズガユに寄生するウェステル マン肺吸 虫のそれにし

ばしば認められる淡紅色の色素 の存在に もとずく透過光

線下での着色が，宮崎肺吸 虫に は認 めら れない とい う点

（34 ）
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第1 表　Cyst の計 測値（生体標 本，　mm ）

？．　miyazakii

0
0
0
0
0

61
56
58
60
59

内膜 の
厚　 さ

0．0210
．0240
．0240
．0210
．026

RI むesterma が

Cyst

の直径－

0．420
．380
．400
．380
．39

内膜 の
厚　 さ

0．0220
．0220
．0210
．0240
．024

が 概括的 な区 別点となるに過ぎない ．しかし大き さにつ

い ては，そ の差 異はあくまでも平均的な もので個 々の被

の うメタセル カリアの決定的 な区別 とはな りが たいよ う

で もある．同様 に淡 紅色の着色も，特にサワガ ユ寄生の

官 崎肺吸 虫のそれには認められない ， とい うのであるか

ら，これ又 個々 のメタセルカリアの決定的な区別点 とは

か なり得 ない．刺棘（stylet）の存在しないこ と 伝 同様

に して 個々 のメ タセルカリアの決定的 な区別点 とはなり

．え ない ．

また宮崎肺吸 虫の被 のうメタセルカリア，特に心臓寄

ユ生 のそ れにおいて認 めら れるところ のその固有外膜上の

一見之 と融合してい るように見る宿主性 と思われる厚い

被 膜の存在 も，之 が存 在する場 合には宮崎肺吸虫の被の

うメタセル カリア であ ると云い 得る．け だし ウェ ステル

マ ン肺吸虫 のそ れにあっ てはそうし た被膜は認められな

い からである．し かし宮崎 肺吸虫の被の うメタセルカリ

ア でも，たとえば肝臓寄生 のそれにあっ ては，かよ うな被

膜 の存在は概して認 めら れない ので，これも個々の被の

うメタセルカリア の区別 のきめ手 とはなりそ うもない ．

脱の うし たメ タセルカリアにおい て 仏 両者はきわめ

て よく似ている ．

著者らは念の ため， モクズガエから分離したウェステ

ル マン肺吸虫の メタ セル カリア（註）を脱のう せし めて，

そ の形態を比較検討して みた． 第2 表はその固定標本に

つ いて両者の体の大き さ， 囗， 腹吸盤 の大きさを計測し

てみた結果であるが，これらについ て 乱 個々のメクセ

註）こ れは千葉 大学横 川教授から， モ クズガエから

分離した ものの供与 をうけ たものである．記し

て謝 す．

N0 ．

1

2

3

4

5

体長× 体幅

0．68×0 ．380
．73×0 ．401

．00×0 ．460
．95×0 ．410
．81×0 ．43
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ル カリア にっい て 区別し うるほ ど の差 は無 さ そうであ

る．

1 また宮 崎肺吸虫メ タセルカ リアの生 の標本 において認

められる感覚器，中央神経連合 の状態 もウェステルマ ン

肺 吸虫における と同様である．消化 器系 統の形 態，走行

も，排 泄の う のそれら に も両 者の 間に差異は 認 められ

ず ，焔状細胞の数及び排列型式 も全 く同一である．排泄

嚢 内の排泄顆粒の大 きさ と形状，そ の．のう内における充

足状態に も差異 は認 めら れない ．

宮崎肺吸虫メ タセルカ リアの固定染色 標本 におい て認

められる睾丸及び卵巣・子宮 と思 われる生殖原基も， ウ

ェステルマ ン肺吸虫 のそれにあっ てもほぼ同様に認めら

れる．た だ卵黄巣原基 とおぼし きものが， ウェ ステル マ

ン肺吸虫のそれには認 めら れない のに，宮崎肺吸虫のそ

れにあっ ては，しばしばやや顕著 に認められる点が違っ

ている．がこれ とて も個々 の場 合の両者 の明確な区別点

とは云い がたい よ うである．

ただ，宮崎肺吸虫 のメ タセル カリアの生きた標本にあ

っ て明らかに認め うる食道両側 位の数 個づっ の腺 細胞を

思 わせるものが，ウェステルマ ン肺吸 虫のメタセルカリ

ア におい ては認められない ． ただしこ の腺 細胞様構造物

の本態 につい ては必ずしも明らかで ない．一 般に肺吸虫

類 のメタセルカリア はその セルカ リアの 時 期に 穿通腺

（penetration　gland）を有しているが，あ るい はその残存

物 かもし れない とい うこ とも一応考 えら れる．し かしこ

こで認 められた細胞は明らかに核を保有し てい るこ とか

ら 見る と，その内容の未だ消費 されてい ない 事を意味す

る ので， これを残存穿通腺細胞 と見做 すこ とには無 理が

あ る．頭腺（cephalic　gland）ないし頚腺（cervical　gla－nd

），殊に前者 の可能性 も十 分に考えられる のであ るが，

頭腺であ れば通例口盤背縁に存するそ の開口部も，導管

も明ら かでない ．

いづ れにもせよ，ウェステルマ ン肺吸 虫のメタセルカ

リアにあっ ては， かよ うな腺細胞様構造物 の認 められな

いこ と，お よび卵黄巣 原基の発達が宮崎肺吸 虫のそれに

比してい ちじ るし くない こと，殊に前者が どうや ら両者

第2 表　metacercaria の計 測値（固定標本，　mm ）

P．　miyazakii

口 吸 盤
縱径×横径0

．093×0．0930
．089×0．0980
．089×0．0920
．086×0．0890
．086×0．093

口 吸 盤　　　 腹 吸 盤
縱径×樮径　　 縱径×横径

0

0

0

0

0

13×0 ．1412
×0 ．1414
×0 ．1415
×0 ．1615

×0 ．16
－

（　35　）

体長×体幅0

．78×0．370
．83×0．300
．83×0．260
．71×0．340
．71×0．33

R7 £／6かX四αが

口 吸 盤

縱 径 × 横 径

0．076×0 ．0960
．076×0 ．0980
．072×0 ．0960
．062×0 ．0880
．069×0 ．091

腹 吸 盤
縒径× 横径0

．12×0 ．130
．n　X0 ．130
．n　X0 ．120
ユ1　×0 ．120

．096×0 ．12
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の個々のメタセルカ リアを区別する標識 の主要 なもので

あるよ うで ある．

なお この際， 丹 忽g卵加 心 の焙状 細胞型式（flamecell　pattern

） について 触れておきたい．

宮 崎肺吸虫のメタセル カリアの焔状細胞型式 は，既述

のように2〔（3＋3＋3＋3＋3）十（3＋3＋3＋3＋3）〕であ る

が，従来Paragonimus に属する種のメ タセルカリアの

それの明らかに判明しているものは，こ の外に ウェステ

ルマン肺吸虫（山口，　1943），大平肺吸虫 （yjヽ宮 ら，　1960）

およびyJヽ形大平肺吸虫（横川ら，　1960） の3 種 があ り，

ひ としく宮崎肺吸虫メタセルカ リアのそれ と同一 の焔状

細胞 型式 を有してい る．ウェステルマン肺吸虫 のメタセ

ルカリアのそれについては，著者ら も今回それ を検 し，

山口の記 載に一致することを認めている．

一方 これらの種のセルカ リアを見るのに， ウェステル

マン肺吸 虫（山口，　1943　；　小宮ら，　1960）のそれにあっ

ては，そ のメタセルカリアの焔状細胞形式 と全く同一で

あるが，ただ大平 肺吸虫のセルカリアにあっ て はそ の分

割因子 （factor　of　division）が メタセルカリアの“3 ” と

異っ で1 ”であり，より未発達な か たちを とってい る．

本 邦以 外におい て肺吸虫属の上掲種以外の種 のメタセ

ルカリアの焙状細胞型式の明らかにされ たものは ない．

た だし セルカリアに つい ては，　P．　kellikoだ のそれにつ

い てAmeel 　（1934）がその数だけを発表し たものがあ る

が，これに関しては既に論議し たよ うに（小宮 ら，　1960）

同 氏の数は誤りであっ て，おそらくそのメ タセル カリア

をも含めて，ひとしく ウェステルマ ン型の焔状 細胞 型式

すなわち2〔（3＋3＋3＋3＋3）十（3　＋　3　＋　3　＋　3＋3）］を有す

るもの と想像される．

い ま上記の想像が正しい もの とすれば，凡 八・即x加z心

属のセルカリア，メタセルカリアの焔状細胞型式に は2

通 りの型があることになる．すなわち1 つは云はば「 ウ

ェステルマン型」 のそれであっ て，この型にあって はセ

ル カリア・メタセルカリア ともその型式は同一であ り，

そ の分割 因子ぱ3 ”である．他の型のも のとし ては 目下

のところ大平 肺吸 虫のそれのみが之に該当する ものであ

るが，これにあっ てはその基本型式は同一であ るが， セ

ルカリアにおける分割因子ぱ1 ”，メ タセル カ ジアのそ

れぱ3 ”を示すものである．

い ま以 上の関係を定式 化してみれば 次のようになる．Paragonimi

・s属の基本終末（焔状）細胞型式

2×〔（1＋1＋1＋1＋1）十（1＋1＋1＋1＋1）〕

a） ウェ ステルマ ン型‥‥ ウェ ステルマン肺吸 虫

小形大平肺吸 虫，宮崎 肺吸 虫（？）．

ケリコット肺吸 虫（？）

（36 ）

セ ル カ リ ア2〔（3＋3＋3＋3＋3）十（3　＋　3　＋　3　＋　3＋3）3
↓

メタセルカ リア2〔（3　＋　3＋3　＋　3　＋　3）十（3＋3＋3　＋　3＋3）〕b

） 大平型 ‥‥大平 肺吸 虫

セ ル カ　リ　ア2〔（1＋1＋1＋1＋1）十（1＋1 ＋1＋1＋1）］
↓

メタセルカ リア2 〔（3＋3＋3＋3＋3）十（3＋3＋3＋3＋3）ユ

ま　と　め

宮崎肺吸虫（八iragon加 心miyazakii 　KAMO ，　NlSHI－DA

，　HATSUSHIKA 　et　TOMIMURA ，　1961）のメ タセルカ

リアの形態について記載を行ない，特 にこ れとウェスデ

ルマン肺吸虫のメ タセ ルカ リア との区 別を論じ た．

本被のう メタセルカ リアは， ウェステルマン肺吸虫の

それと酷似している が，総じて本種 の被のう（内 膜のみ）・

の方が後者よ りもやや大きいこ と，本 種メタセルカリア

にあっ ては刺棘 （stylet） を欠くこ と， また 概 して本 種

におけるその外膜 を覆 う宿主性 と思 われる厚い 被膜の存

在等が ある程度まで ウェステル マン 肺吸 虫と 区別 づけ

る．しかし必ずしも個々 の被の うメタセルカリアを区 別

するきめ手 とはならない．モ クズガニ寄生 のウェステル

マ ン肺 吸虫 メタセ ルカ リアにし ばし ば認められる淡 紅色

の色調について も同様であ る．

宮 崎肺吸虫はメタセルカ リア におけ る卵 黄巣 原基の発

育程度がやや一般に進 んでいる が，こ れとても個々のメ

タセルカリア の区別の決定的な決 め手 とし ては多少 の無

理があるかも知れない．た だ本種 メタセルカリアにのみ

認められる食道両側に認 められ る数 個の腺 細胞 様構造物

は，ウェステルマ ン肺吸 虫の メタセルカリアには認 めら

れないので，個 々の メタセルカ リアにおけ る両 者の区 別

点にもなる と考え られる．

本 種メタセルカ リア の焔状細胞 型式 は，2×〔（3＋3十3，

＋　3＋3）十（3　＋　3　＋　3＋3　＋　3）〕であって，同 型式 の判明し

てい る ウェステ ルマン肺吸 虫，小形 大平肺吸 虫，大平 肺

吸虫等のメタセルカ リアのそれ と全 く同一であ る．

なお 鳬 りgonimus 属 の メタ セル カリア お よび セル

カリアの焔状細胞型式について，論議 を行 なっ た，
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THE　METACERCARIA　OF　PARAGONIMUS　MIYAZAKII　KAMO，　NISHiDA，HATSUSHIKA

ET　TOMIMURA，　1961　AND汀S　EXCRETORY　SYSTEM

IN　RELATIONTOTHATO 卜P．　WESTE尺MAN／

Yoshitaka　KOMIYA

の・やJ ／‘仞・肖z／原 ’凡m ぷlology ，　Natio。a　I　I。5／，‘yx，／，フザ フ拓ilth ，　Tしら・耐

＆　Tamotsu　TOMIMURA

（ノ）ど／；’dノ’yj／1どノ・Z 可≒Pat ゐ。logy。7 万一x・八ion　ojバreteri・，aO・　χ7／・e7。・ら　Cθ／阮g？

rぴjgr ・・cult。，？， 防 函・どrsi／y　of　Os山6　Prefect 。n・）

A　description　of　the　morphology　of　the　metacercaria　of　Paragoni・。。，5／。。iyaz。衍j　was　made．Its

cyst　is　larger　than　that　of　八，。g ω。・。。，s　E，6yc，・ya7戻in　diameter　generally　and　it　has　no　pinkcolor　as

　such　is　frequently　observed　in　the　case　of　the　latter　isolated　from　E・～iucheir　japりがc7・・j．The

metacercaria　of　the　former　has　no　stylet，　whereas　that　of　the　latter　frequently　has　it．　Inthe　former

metacercaria　the　vitellarian　anlage　is　found　usual】y　more　developed　as　compared　withthe　latter

．　The　characteristic　above　mentioned ，　however ，　would　not　always　contribute　to　identifythe　respective　metacercaria　of　both　species

．

On　the　contrally　the　eχistence　of　several　gland　cell　like　structures　in　the　lateral　side　ofthe　esophagus　in　the　former　metacercaria　can　serve　for　the　identification　of　the　former　fromthe　latter

，　since　the　latter　metacercaria　has　no　such．

Its　flame　cell　pattern，　which　IS　manifested　as　the　formula　2×〔（3 ＋3 ＋3 ＋3 　＋　3）十〔3＋3 ＋3 ＋3

＋3 ）〕，is　the　san！e　as　in　the　metacercaria　of　八　wester 　m。が，7？。iloktsuどx。り，sl‘j　and　？。　（jyzj，・J’．Regaring

the　flame　cell　pattern　a　comment　on　it　among　species　belonging　to　the　Genus

Rxyijg9 。汕x。j　was　made ．

（　37　）
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写　真　説　明

宮崎肺吸虫タタセルカリア

1． 心臓に附着せる状態，外膜の周に宿主性の厚い膜がある（生の標本）2

． 同上，固有の外膜と内膜を示す（生の標本）

3． 同上，腺細胞様構造物を示す，矢印（生の標本）

4． 同上，卵黄巣原基を示す，矢印（染色標本）

（38 ）




